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概 要

今回の発表では，内モンゴル東北部のモンゴル語に特徴的な，�-di:�という接尾辞について，
考察をしたい。
この接尾辞は，漢語の「～的，～地」から，はいったものとおもわれる，形容詞・副詞形成

接尾辞で，この地方のモンゴル語のみにみられるものである。今回は，この接尾辞が，この地方
のモンゴル語に，どのようにとりいれられたかを，みてみることにしたい。

1 対象となる方言

今回対象とするのは，中華人民共和国，内モンゴル自治区東北部の，通遼市のジャロートの方言

である1（地図参照）。伝統的な分類（たとえば，�enggeltei：1978）では，ホルチン方言とされる

地域であるが，こまかいところで，いわゆるホルチン方言とことなる部分もおおい2。

かれらは，農業をいとなんでおり，一見すると，ふつうの漢人とかわりがないが，本人たちは，

生活習慣は，漢族とはまったくちがうものと認識している3。学校教育は，モンゴル語でおこなわ

れており，そのなかで漢語もおしえられている。ただし，日本の英語教育とおなじで，日常生活で

つかうことがまずないため，流暢にはなせるものは，かなりすくない。

その一方で，このジャロート方言にかぎらず，内モンゴル東北部の方言は，漢語からの借用語が

とてもおおいことが，特徴とされている。たとえば，日常生活の発話を再現してみる。比較のため

に，内モンゴルの標準語とされているチャハル方言も，あわせてのせる。

(1) a. s@:lun

トラクター (<ch. 四輪)-ACC

kaj-aad

運転する-副動・順接

yab-ii

いく-終止・意志

「トラクターを運転していこう」（ジャロート）

∗今回の発表は，1994 年 8 月から 1996 年 12 月までの，内モンゴル留学期間中の調査のデータと，日本にすむイン
フォーマントからのインタビューがもとになっている。インフォーマントは，27 才女性，日本人男性と結婚して日本にす
み，1 年半程たっている。

1つぎの点にも注意しておく必要がある。内モンゴルでは，農業をいとなむ地域（東北部）と，それ以外（遊牧・半農半
牧）という区分が，無意識のうちになされている。そして，農業は漢族の影響とみなされるため，東北部のステータスはか
なり低くみられており，言語的にもみだれたものとみなされている。そして，東北部のモンゴル人自身も，そのように感じ
ている。

2一例をあげておく。モンゴル語の母音は，a, @, i, O, o, 8, uの７つである。一方，ホルチン方言は 8がなく u で発音
し，母音の数が６つであるところが，特徴のひとつとされているが，ジャロート方言には７つの母音がある。

3ただし，漢族との直接のつきあい自体が，まれであるため，かれらが漢族についてどの程度のことをしっているかは，
わからない。発表者も漢族のくらしについては不明。

1
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b. s@:lun

トラクター (<ch. 四輪)-ACC

dZolo:d-tS

運転する-副動・順接

jab-ii

いく-終止・意志

「トラクターを運転していこう」（チャハル4）

モンゴル語には，動詞を形成する接辞（-la-）があるのにもかかわらず，ジャロート方言 (1-a)で

は，漢語の �開（運転する）�をそのままもちいている。一方チャハル方言では，�dZOrOO� という，

モンゴル語である。

(2) a. sandjen-le:

三時（<ch. 三点）-DAT

kaixoi(-la)-na

会議をはじめる（<ch. 開会）(-動詞形成接辞)-終止・現在

「三時に会議がはじまります」（ジャロート）

b. gorban-tSag-a:s

三-時-ABL

xoral

会議-NOM

exel-ne

はじまる-終止・現在

「三時から会議がはじまります」（チャハル）

この例では，漢語の �開会�に，動詞形成接辞 �-la-�がついている。ただしこの場合，つけるかつけ

ないかには，個人のなかでもゆれがあり，また，

(3) kaixoi

開会-ACC

xi:-ne

する-終止・現在

「会議をはじめる」

という言い方まで，可能である5。

2 �-di:�

以上のように，内モンゴル東北部の方言は，他の方言にくらべると，かなり大胆に漢語をとりい

れる方言であるが，他の方言と何がどのようにことなるかに関する研究は，ほとんどおこなわれて

いない。また，そのためには，膨大な量の言語資料の活用が不可欠になるであろう。

そこで，今回とりあげて考察するのは，�-di:�という接尾辞である。この接尾辞は，主に漢語に

つけて，形容詞・副詞を形成するものである。他の地域の方言話者が，東北部の方言を，漢語ばか

りでみだれていると非難するときに，まっ先にでてくるのも，この接尾辞である。おそらく，漢語

の �的�，�地�と同じものとおもわれる。

(4) la:-di:　ひりひりと辛い（<ch.辣 là）

反復すると，意味がつよくなる6。

4内モンゴルの標準語とされる方言。
5このことは，�-la-�が， 
名 
詞 
か 
ら動詞をつくる接辞であることと，関係があるかも知れない。つまり，�開会� が名詞と

感じられるか，動詞と感じられるかで，�-la-�がでたりでなかったりするのかも知れない。ただし，これは，憶測の域をで
ない。

6ここでは，(4)のようなものを基本形，(5)のようなものを反復形と呼ぶことにする。また，アクセントは，基本形の
場合は-di:に，反復形の場合は語頭におかれる。
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(5) la:la:-di:　とても辛い（<ch.辣 là）

ただ，この接尾辞が，とても生産性のあるものかというと，そうではない。

(6) *man-di:　のろのろした（<ch.慢màn）

以上のように，つけて良いものといけないものが存在する。

そこで，この �-di:�には，どのような特徴があるのであろうか。今回は，それを以下のように，

1. どのような形が存在するか（第 3節）

2. どのような品詞としてふるまうか（第 4節）

3. モンゴル語本来の強調形をつかうことができるか（第 5節）

4. その他（第 6節）

という点をしらべることにする。

3 考察の対象とする語句

語句は以下のようにして採取した。

1. 漢語の音節表で，ひとつひとつインタビュー（an-di:，ban-di:，pan-di:，man-di:

など）

2. AA研の調査票で，形容詞になりそうなものをインタビュー（これでえられた語

句はなかった）

�-di:�でおわる単語のほとんどは，漢語，もしくは，単音節とかんがえられるので，この方法で，主

要なものは網羅されているとみてよかろう7。

ただし，以下の語句一覧でもわかるとおり，すべて漢語に対応する語句があるわけではない。そ

れらは，

1. この地域の漢語の方言形

2. 漢語・モンゴル語以外のもの（たとえば，満洲語など）

であるとおもわれる。おそらく 1である可能性が高いが，今のところ，この地域の漢語について

は，未調査のため，はっきりした結論は，今回だすことができない。

3.1 語句一覧

採取した語句を以下にあげる。意味でおおきく分類してあるが，ただ単に，語句をながめる際の

便宜をはかっただけで，なにかを意図して，このように配列したわけではない。

凡例

1. [形]＝形容詞，[副]＝副詞。この表示は，その語句がもっぱらその品詞でもちい

られることをしめしている。副詞・形容詞のどちらでももちいられるものについ

ては，無表示にしてある。この点については，4を参照のこと。
7いくつかモンゴル語とおもわれるものもあるが，それについては，6を参照。
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2. 見出し語は，基本形であげてある。一部をのぞいて，すべて，反復形をもってい

る（ex. dandi: ～ dandandi:）。

3. 下線のついた語句については，5を参照のこと。

4. わかるものに関しては，対応する漢語をあげておいた。漢語があがっていて，？が

ついているものは，かなりの憶測をふくむものだが，参考のためにあげておいた。

3.1.1 味覚

1. dandi:，味がうすい（塩味にのみもちい

る），<ch.淡 dàn，dabdandi:も可

2. la:di:，（唐辛子などのように）ひりひりと

からい，<ch.辣 là

3. suaNdi:，すっぱ い ，<ch. 酸 su	an，

suabsuandi:も可

4. tjendi:，あまい，<ch.甜 tián

5. Cendi:，しょっぱい，<ch.鹹 xián

6. CaNdi:，香りのよい，<ch.香 xi	ang

7. tSu:di: ，くさい，<ch.臭 chòu

8. ljendi:，どろどろした（お粥など），<ch.

煉 liàn

3.1.2 物の形状など

1. lO:di:，大きい，非常に，<ch.老 l�ao

2. CO:di:，ちいさい，<ch.小 xi�ao

3. da:di:，大きい（主に子供がふざけて用

いる），<ch.大 dà

4. gO:di:，たかい，<ch.高 g	ao

5. pa:di:，（家，塀，家具などが）ひくい，（↔
4 gO:gO:di:），<ch.爬 pá?，cf. 6 nainaidi:

6. naidi:，ひくい（いえ，かべ，家具など

が），（↔ 4 gO:gO:di:），<ch. 耐 nài?，

nabnaidi:も可，cf. 5 pa:pa:di:，

7. duandi:，みじかい，<ch.短 du�an

8. pjO:di:，[形]（おもっていたよりも）かる

い（子供や，袋などが），<ch.漂 pi	ao?

9. bendi:，つぶれた，<ch.扁 bi�an

10. piNdi: / pieNdi:，たいらな<ch.平 píng

11. waidi: （反復形無），まがった，<ch.歪

w	ai

12. koNdi:，[形]からっぽの，<ch.空 kòng

13. naNdi:，1.タイヤやボールなどの空気が

すくない，2.優柔不断な，<ch.嚢 n	ang，

náng?

14. guaNdi:，つるつるな，ぴかぴかな，すべ

すべな，<ch.光 gu	ang

15. mjendi:，[形]（布などが）やわらかい，

（たべてみて）やわらかい（たとえば，バ

ナナなど），<ch.綿mián

16. zaidi:，[形]せまい，<ch. ��zh�ai?8

17. dZindi:，き つ い ，<ch. 緊 j�in

dZibdZindi:も可

18. soNdi:，ゆるい，（ふくろのなかみが）へ

る，<ch.松 s	ong

19. suidi:，こなごなの，みじんぎりの，さく

さくした，<ch.砕 sùi

20. tO:lO:di:（反復形無），むこうがす

けてみえる，<ch. 透露 tòu lù?，

tObtO:lO:di:も可，

21. gaNdi:，ほしたものがぱりぱりにかわく

（魚や洗濯物など），煮つめすぎて汁がな

くなる，<ch.乾 g	an?9

8本当ならば，dZaidi:となるべきところである。
9音節末の鼻音が対応していない。
10音節末の鼻音が対応していない。
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22. landi:，きたない，<ch.爛 làn

23. njeNdi:，[形]ねばねばの，<ch.粘 nián10

3.1.3 人の性格など

1. Sa:di:，ばかな，<ch.�� sh�a

2. b@ndi:，[形]おろかな，<ch.笨 bèn

3. l@Ndi:，無鉄砲な，<ch.�� lèng

4. du:di:，けちな（5 ga:di:よりも，意味が

つよい）<ch.妬 dù?

5. ga:di:，けちな（子供を形容することが

おおい），<ch. 午 g�a，cf. 4 du:di:，

gabga:di:も可？

6. d@Ndi:，1. 並より上の生活の（↔ 7

l@idi:），2.タイヤやボールなどに空気が

たくさんはいった（↔ ?? naNnaNdi:），

3.（d@Nのみで，お年寄りもちいる）元気

<ch.?

7. l@idi:，まずしい（人を形容するのにはも

ちいられない），<ch.累 lèi

8. tCiuNdi:，[形]まずしい，<ch.窮 qióng

9. djO:di: / diaodi:，[形] ずるがしこい，

<ch.?，djobdjo:di:も可？

10. guaidi: / guaite:，[形]ずるがしこい，

<ch.乖 gu	ai

11. h@idi:，腹ぐろい，<ch.黒 h	ei

12. hoadi:，[形]できそうもないことをいって

その場をとりつくろってごまかす，<ch.

話 huà，嘩 huá?

13. hoaidi:，ひねくれた<ch.壊 huài

14. ýuedi:，[形]へそまがりな，<ch.倔 jùe

15. dZendi:，利己的な（わざと仕事をのろの

ろとやって他人に余分にやらせる，暗い

ところで先にいかせる），<ch.奸 ji	an

16. Ci:di:，[形]（仕事などが）緻密な，こま

かい，<ch.細 xì

17. tCintCindi:（ 反 復 形 無 ），仕 事 が

綿 密 な ，が ん ば る ，<ch. 勤 qín，

tCibtCintCindi:も可

18. Sa:l@Ndi:（反復形無），すばやく仕事にと

りかかり仕上がりもすばらしい，<ch.?，

SabSa:l@Ndi:も可

19. kO:dZiNdi:（反復形無），1. 血縁がち

かい，2. 親身な，<ch. 靠近 kào jìn?，

kObkO:dZiNdi:も可

20. kuaNdi:，[形]かっこいい，<ch.?11

21. Suaidi:，[形]かっこいい，<ch.率 shuài12

22. njO:di: / niaodi:，勇気のある，肝のす

わった，<ch.尿 niào

23. n@:di:，= 22 njO:di: / niaodi: <ch. 尿

niào

24. tu:di:，[形]言葉が上手な，<ch.?

25. paNdi:，[形]ふとった（子供を形容する

のにもちいる），<ch.胖 pàng

26. tSandi:，[形]食いしん坊，<ch.�� chán，

tSabtSandi:も可

3.1.4 状況・価値判断

1. jendi:，おいしげった，密にはえた，<ch.

厳 yán

2. lendi:，（植物が）青々としげった，<ch.?，

leblendi:も可

3. mO:di:，（容姿が）わるい<mo.maGu13

11インフォーマントによれば，漢語でもここ数年はやりだしたものらしい。
12インフォーマントによれば，漢語でもここ数年はやりだしたものらしい。
13このほかに，モンゴル語からのものは，3.1.5の 1 jamarjamardi:があるのみ。ただ，この mO:mO:di:は，漢語の可能
性もかんがえられるか？。6 も参照のこと。
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4. Cuendi:，[形]あぶなそうだ，（他人の危機

一髪の状況をみて）あぶなかった，<ch.?

5. m@ndi:，[形]むしあつい，<ch.悶m	en

6. ku:di:，[形]感動的な（映画，テレビ，小

説などが），<ch.哭 k	u

7. tSuendi，全部そろった，<ch.全 quán

8. Sundi:，[形] 純粋な，<ch. 純 chún，

tSubtSundi:も可

9. dundi: ，（道具などが）つかいにくい，

<ch.鈍 dùn，dubdundi:も可

10. dZu:di:，[形]きつくしまってまわらない

（水道の蛇口，びんのふた，自転車など），

<ch.拘 j	u?，dZubdZudi:も可

11. dzo:di:，[副] じゅうぶんに，<ch. 足

zú?14

12. dZundi:，時間どおり，思い通り<ch.中

zhòng?，dZubdZundi:も可

13. be:di:，[副]目的をたっせずに，むだに，

（14 baidi: よりもつかう人がおおい），

<ch.白 bài

14. baidi:，[副]＝ 13 be:di: ，<ch.白 bài，

3.1.5 疑問詞

1. jamardi:，どんな（形・様子），<mo. ya-

mar

4 どのような品詞となるか

4.1 モンゴル語の品詞

モンゴル語は，名詞・形容詞・副詞が連続体をなしており，意味的にゆるせば，どの品詞でもち

いることも可能である15。

(7) sæ:n「よい」

a. sæ:n

よい

nOm

本

「いい本」

b. ene

この

nOm

本-NOM

sæ:n

よい

「この本はいい」

c. tSi:

おまえ-NOM

sæ:n

よく

sor-aa

勉強する-語気詞

「しっかり勉強しなさい」

d. sæ:n-i:

よい-ACC

ab-aa

とる（語幹）-語気詞

「いいのをとりなさい」

14本当ならば，dzu:dzu:di:となるべきところである。
15伝統的にモンゴル語学では，名詞，形容詞，副詞をあわせて「実詞」とよんでいる。
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この例で，(7-a)は名詞を修飾し，(7-b)は述語形容詞となり，(7-c)は副詞として，(7-d)は名詞と

してはたらいている。

もちろん，すべてでこのようなことがあてはまるわけではない。

(8) ola:n「赤い」

a. *ola:n

赤く

bod

ぬる（語幹）

「赤く塗れ」

b. ola:n-a:r

赤い-INS

bod

ぬる（語幹）

「赤く塗れ」

このような差異は，おそらく，文法的なものというよりは，規範的なものであろう。

4.2 �-di:�における品詞

おなじようなことが，�-di:�にもあてはまる。

(9) Cendi:「しょっぱい」，（<ch.鹹 xián），3.1.1(5)

a. Cendi:

しょっぱい

nOgO:

料理

「しょっぱい料理」

b. Cendi:

しょっぱく

tSana-tSix-tSe:

にる-強意-終止・過去

「しょっぱく煮ちゃった」

c. Cendi:-g-i:

しょっぱい-挿入子音-ACC

id

食べる（語幹）

「しょっぱい方を食べなさい」

以上は，かなりゆるやかにつかわれる例。

(10) be:di:　 [副]無駄に，（<ch.白 bài），3.1.4(13)

a. *be:di:

むだな

adZil

仕事

「無駄な仕事」

b. be:di:

むだに

ir-tSe:

くる-終止・過去

「きたけど無駄だった」
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以上は，副詞のみの例。

(11) b@ndi:，[形]おろかな，（<ch.笨 bèn），3.1.3(2)

a. b@ndi:

おろかな

xun

人

「おろかな人」

b. *b@ndi:

おろかに

a:Sil-dZe:

ふるまう-終止・過去

「おろかなまねをした」

以上は形容詞のみの例。おなじような意味の単語でも，つぎの場合には，形容詞としても副詞とし

ても使用可能。

(12) Sa:di:，ばかな，（<ch. �� sh�a），3.1.3(1)

a. Sa:di:

ばかな

xun

人

「ばかな人」

b. Sa:di:

ばかに

a:Sil-dZe:

ふるまう-終止・過去

「ばかなまねをした」

このように，�-di:�をもちいる形も，ふつうのモンゴル語の単語とおなじようなふるまいを見せて

いることがわかる。

ちなみに，�-di:�の元とみられる漢語の �的�，�地�は，表記上のちがいとみられ，形容詞的用法

の場合には �的�，副詞的用法の場合には �地�で，表記される。実際の発音は，どちらも d@/di:で，

かわりがない。

5 強調の仕方

次に，強調の仕方をみてみることにしよう。モンゴル語では，形容詞や副詞を強調するのに，（「と

ても」などの副詞を用いる）語彙的な方法以外に，�第一音節＋ b�を接頭辞として，文法的に強調

することができる。

(13) xordan「速い」 → xobxordan「とても速い」

一方，�-di:�を用いた語句は，反復形にすれば強調されるため，このような語頭音節の反復による

強調は，不必要である。

(14) Cendi:「しょっぱい」3.1.1(5)

　

→
　

*CebCendi:

CenCendi:「とてもしょっぱい」
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だが，少数ながら，語頭音節の反復で，強調をおこなうものがある（アクセントは，すべて語頭）。

1. dabdandi:「味がうすい」3.1.1(1)

2. suabsuandi:「酸っぱい」3.1.1(3)

3. nabnaidi:「低い」3.1.2(6)

4. dZibdZindi:「きつい」3.1.2(17)

5. gabga:di:?「けちな」 3.1.3(5)

6. djobdjo:di:?「ずる賢い」3.1.3(9)

7. tSabtSandi:「食いしん坊な」3.1.3(26)

8. leblendi:「青々としげった」3.1.4(2)

9. tSubtSundi:「純粋な」3.1.4(8)

10. dubdundi:「つかいにくい」3.1.4(9)

11. dZubdZudi:「きつくてまわらない」

3.1.4(10)

12. dZubdZundi:「時間通り」3.1.4(12)

13. tObtO:lO:di:「すけてみえる」3.1.2(20)

14. tCibtCintCindi:「がんばる」3.1.3(17)

15. SabSa:l@Ndi:，「仕事のとりかかりが速い」

3.1.3(18)

16. kObkO:dZiNdi:「血縁が近い，親身な」

3.1.3(19)

上記のうち，13～16は，もともと基本形のみ16で，反復形がないため，語頭音節の反復で強調

をおこなっているものと考えられる17。

さて，このなかで，？がついているもの（gabga:di:，djobdjo:di:）は，インフォーマントがか

なり迷いをしめしたものである。あまりしつこくたずねられると，あたまが混乱してくるという。

おそらく，かなり微妙な問題で，個人差がある部分かもしれない。とは言え，かなりの単語につい

て，言える言えないが，はっきりしていたことも確かである。

全 72例中の 16例（約 22％）という数字が，統計的にどのような意味をもつのかはわからない。

ただ，単純な反復形で強調できるというのに，なぜ，わざわざ語頭音節の反復をもちいるのかとい

う問題には，使用頻度が大きくからんでいるであろう。また，ゆれがみられ，また個人差がありそ

うなことをかんがえると，単純な反復形か，語頭音節の反復形かに，推移をしている最中というこ

とも，かんがえられる18。

6 その他

その他，つぎのような問題もあるが，今の時点では，まとまった結論がえられていない。

6.1 �-di:�無しで，もちいられる例。

ほんの２例だけだが，�-di:�無しでもちいることのできるものがある。

(15) lO:「おおきい」3.1.2(1)

a. lO:

大きい

xun / u:d / ger

人／とびら／いえ

16このことは，アクセントから判断できる。語頭音節の反復がない場合（つまり，3.1 に上げられている形），すべて，
�-di:�にアクセントが置かれる。

17語頭音節の反復の場合，アクセントは語頭におかれる。
18個人的には，外来的なものからモンゴル語への移行と考えられないかとおもっている。
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「大人・年寄り／大きいとびら／大きな家」

b. lO:

非常に

@rt

はやく

bOs-tSe:

起きる-終止・過去

「とてもはやく起きた」

この例の (15-a)では，lO:が，単独で形容詞としてもちいられている。一方 (15-b)では，形容詞を

修飾する副詞として用いられている19。

(16) CO:「ちいさい」3.1.2(2)

a. CO:

ちいさい

xun / u:d / ger

人／とびら／いえ

4 「子供／ちいさいとびら／小さな家」

CO:の方は，lO:とことなり，もっぱら形容詞として用いる。

他の方言の話者が東北部の人をまねることがあるが，実は，そのレパートリーは，lO:と CO:にか

ぎられている（「あいつらは，lO:lO:di: CO:CO:di:ばかりで，モンゴル語がしゃべれない」など）。す

なわち，この方言のなかでも，かなり目立つ存在であり，使用頻度もかなりたかいものとみること

ができるかもしれない。

6.2 モンゴル語の単語のもちいられた例

jamardi: （3.1.5（1））と，mO:di: （3.1.4（3））は，モンゴル語に �-di:�が接尾した数すくない

例である。

このうち，jamardi:は，モンゴル語の疑問詞 jamar（どんな）に接尾したものと，すぐにわかる。

問題はmO:di:である。（疑問詞は特別扱いするとして）これだけ多くのなかで，１つだけがモンゴ

ル語（mO:
20「悪い」）というのも，あり得ないとは言えないまでも，どこか気になる点がのこる。
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ACC　対格

ABL　奪格

DAT　与位格

NOM　主格
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19今回の語句のなかで，このように形容詞にかかることのできるのは，この lO:のみ
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終止　動詞終止形

mo.　モンゴル文語

ch.　漢語（本発表では，主に，�普通話�を

さす）


